
               

 

 

 
 

「防災・減災フォーラム2007in石川」を開催します 

「経験から学ぶ防災と災害発生時の対応・地域復興への取り組み」 

 
金沢河川国道事務所では、下記のとおり「防災・減災フォーラム2007in石川」を開催し

ます。当フォーラムでは、「経験から学ぶ防災と災害発生時の対応・地域復興への取り組み」と

題して、地域住民の代表者、行政の防災機関関係者が一同に会し、パネルディスカッション形

式により、各々の立場で防災・減災に関する意見を交え、防災に関する理解と関心を深めること

を目的に下記のとおり実施します。 

平素からの自然災害に対する心構えや取り組むべき内容を明確にするため、国、自治体、

住民が連携し、平成１７年より毎年実施しており、今回の開催は、石川県内では３回目と

なります。 

これまで自然災害が少ないと言われていた石川県ですが、昨年7月の加賀南部を中心とした

洪水による浸水被害や今年3月の「平成19年能登半島地震」など大きな被害を受けました。 

今回は、今後、日本全体が高齢化社会に向かい、昨年度の災害を受けて高齢者の災害に対

する「教訓」及び「備え」をテーマに開催します。 

  

記 

 

１．開催日時  

日時 平成１９年 ９月 ５日（水） １３時３０から１６時３０分まで 

場所 石川県地場産業振興センタ－新館コンベンションホール 

     （金沢市鞍月2丁目１番地） 

 

２．開催概要 

   ・基調講演「災害を知って防災情報の活用を」 

             齋藤 利夫氏 （金沢地方気象台長） 

・ パネルディスカッション 

「経験から学ぶ防災と災害発生時の対応・地域復興への取り組み」       

          パネリスト 

齋藤 利夫氏   （金沢地方気象台長） 

              大井 マ璃幸氏 （和倉温泉旅館協同組合女将の会会長） 

            西村 徹氏    （小松市長） 

            岡森 正吾氏  （金城大学社会福祉学部教授） 

            蓮見 有敏氏  （金沢河川国道事務所長） 

         コーディネーター 

            横山 朱門氏  （北國新聞社論説委員長） 

 

 

記者発表資料 

扱い  配布を持って解禁  

【問い合わせ先】 

国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 

 調査第一課長    万行 康文  

ＴＥＬ ：０７６-２６４-８８００（代表） 

発表先 石川県政記者クラブ 

平成１９年 ９月 ４日 
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基調講演・パネリスト
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平成19年9月5日（水）13：30～16：30

石川県地場産業振興センター
新館「コンベンションホール」

●主催●

国土交通省金沢河川国道事務所、北國新聞社

●後援●

石川県、（社）土木学会、（社）地盤工学会、共同通信社、NHK金沢放送局、（社）北陸建設弘済会

日　時

会　場

13：36

14：35

13：30 主催者挨拶

休憩 （ビデオ上映）

基調講演

「災害を知って防災情報の活用を」
氏

氏

齋 藤 利 夫 金沢地方気象台長

14：45 パネルディスカッション

16：15 終了

パネリスト

国土交通省金沢河川国道事務所長

和倉温泉旅館協同組合女将の会会長

小松市長

コーディネーター 氏横 山 朱 門 北國新聞社論説委員長

金城大学社会福祉学部教授

金沢地方気象台長

氏齋 藤 利 夫

氏蓮 見 有 敏

氏横 山 朱 門
北國新聞社論説委員長

金沢地方気象台長

よこ やま しゅ もん

はす み あり とし

にし むら とおる

おお い りま こ

おか もり せい ご

　1947年生まれ。1972年3月気象大学校卒業。
気象庁で、主として海洋気象業務、気候変動対策関連業務に従事。その
中で77年7月から2年間国土庁震災対策課に勤務。
　2001年4月宮古島地方気象台長、03年4月�山形地方気象台長を経
て05年4月より現職。

　1964年生まれ。89年東京工業大学大学院総合理工学研究科修了。
同年4月建設省採用。その後、東北地方建設局仙台工事事務所調査第二
課長、東北地方建設局道路部道路計画第一課長、大臣官房技術調査室課
長補佐、国土交通省大臣官房技術調査課長補佐、道路局有料道路課長補
佐などを歴任。2003年6月大分県土木建築部道路課長。05年10月国
土交通省道路局地方道・環境課道路交通安全対策室企画専門官。07年
4月より現職。

　1953年金沢市生まれ。76年甲南女子大学国文科卒業。77年結婚と
同時に（株）和倉温泉大観荘家業従事。2007年3月より和倉温泉旅館協
同組合女将の会会長として、開湯1200年の名湯和倉の魅力を発信して
いる。

　1939年生まれ。59年2月石川県教育委員会採用。その後、石川県土
木部監理課長、石川県工業試験場次長、石川県農林水産部次長などを歴
任。92年10月小松市助役。94年7月石川県農林水産部長。97年3月
石川県退職。同年4月より現職（現在3期目）。
〈団体歴〉
　2003年7月より防衛施設周辺整備全国協議会会長、同年7月より全
国基地協議会副会長

　1954年生まれ。77年佛教大学文学部卒業。同年三重県立養護学校
教員。厚生省厚生技官。96年4月より金城短期大学助教授。
現在、金城大学社会福祉学部教授兼学生部長。

　1958年生まれ。80年法政大学経済学部卒業。同年北國新聞社入社。
社会部、学芸部、社会部デスク、社会部長、学芸部長などを経て、2000年
論説委員、05年より現職。
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国土交通省金沢河川国道事務所長
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金城大学社会福祉学部教授

「経験から学ぶ防災と災害発生時の対応・
  地域復興への取り組み」

蓮 見 有 敏 国土交通省金沢河川国道事務所長
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